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 当健保が主導で推進  コラボヘルス＆健康経営推進の３つの成功要因（血流）           

事業所＆労組 健保組合 外部事業者 

●健診事業者 
●保健指導事業者等 

●健康診断の改革（外部委託） 
●健保保健師の仕事環境の改善 

１．安倍塾 （注） 
 

●健康経営を学ぶ塾 

健康経営の学習 
●職員２名が参加（第一期生） 

３．専門事業者の 
  積極的活用 

●健康ビジョン＆体系図の作成 

健康経営の推進組織（仮称：健康経営推進室）の新設 
UCHIDAグループの健康経営の宣言 

. 

2013年【コラボヘルス推進ー１】 
 

●事業所担当者との協働による健診受診率向上 
●事業所人事部長との協働による受診勧奨の実施 

2014年【コラボヘルス推進ー２】 
 

健康経営を推進する文化の醸成 
 

●グループ10名の社長向け健康経営プレゼン 
 期間：2014年2月～2015年7月（１年半） 

2015年【コラボヘルス推進ー３】 
 

● UCHIDA健康会議（50名の責任者・担当者） 
 ９月１０日に全事業所（ＴＶ会議）対象で実施 

2015年【コラボヘルス推進ー４】 
 

UCHIDA Family に健康経営、まったなし！  
 

●広報誌10月号に健保の取組紹介（歴代初） 

 
UCHIDAの健康キャラクター（企画中） 

事業所の健康リスクの見える化 
客観的データ、エビデンスで 
社長プレゼン資料作成 
 

国の制度に先駆けた 
データヘルス計画への挑戦 
 

●2012年 生活習慣病の現状分析 
●2013年 データヘルス計画の作成
●2014年 モデル事業に挑戦 
     （先進的な保健事業の実証） 
●2015年 推進事業に挑戦 

（注）NPO法人健康経営研究会の 

   副理事長の安倍先生が主催 

７つの新しい保健事業に挑戦 
 

1.運動促進  2.食生活コントロール 
3.生活習慣データ測定  4.Web面談 
5.血液検査（心筋梗塞、脳梗塞リスク測定） 

6.若年者向け健康アプリ 7.予防歯科 

２．医師による 
  データ解析 
 

●データ解析 
●医師によるコンサル 
 
 




